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令和 4年度 第 4回 新潟市福祉有償運送運営協議会（会議概要） 

 

 

日時：令和 4年 11 月 17 日（木）午前 10時～午前 11時 

場所：新潟市役所 本館 6階 第 2委員会室 

傍聴者数：なし 

 

≪出席委員≫ 

【学識経験者】   

敬和学園大学人文学部 教授 趙  晤 衍  委員(会長) 

【利用者の代表】   

福祉有償運送利用者 遠藤 千夏 委員 

福祉有償運送利用者 荒井 麻子 委員 

【福祉有償運送事業の運送主体の代表】   

社会福祉法人 新潟太陽福祉会 荒井 小百合 委員 

【公共交通機関の代表】   

新潟第一交通株式会社 代表取締役 山﨑 啓樹 委員 

一般社団法人 新潟県ﾊｲﾔｰ･ﾀｸｼｰ協会 専務理事 佐々木 紀彦 委員 

【関係行政機関職員】   

新潟運輸支局 首席運輸企画専門官 佐久間 敏之 委員 

【新潟市職員】   

新潟市福祉部福祉監査課 野坂 真紀  委員 

   



 - 2 -

１ 開 会 

 

 

２ 議 事   

○福祉有償運送の更新登録申請について 

 ・ＮＰＯ法人 ＣＩＬ新潟 

＜事務局から「協議１」「協議１（参考）」を説明＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答を経て、福祉有償運送の必要性、運送の区域、旅客から収受する対価、

運送の形態等について、協議会の協議が調ったものとすることに全員異議なし。 

 

 ・社会福祉法人 新潟みずほ福祉会 

＜事務局から「協議２」「協議２（参考）」を説明＞ 

 

質疑応答はなく、福祉有償運送の必要性、運送の区域、旅客から収受する対価、

運送の形態等について、協議会の協議が調ったものとすることに全員異議なし。 

  

・一般社団法人 ＥＡＲＵパートナーズ 

＜事務局から「協議３」「協議３（参考）」を説明＞ 

 

質疑応答はなく、福祉有償運送の必要性、運送の区域、旅客から収受する対価、

運送の形態等について、協議会の協議が調ったものとすることに全員異議なし。 

【質疑応答の概要】 

（佐 々 木 委 員） 車の利用簿で持込車両があるとのことだが、この車両の管理関係の

ことは他の法人所有の車両と同様の取り扱いがなされているのか。 

（事 務 局） 持込車両についても、「様式第 12 号自動車登録簿」において、法人

所有の車両と同様に登録いただいている。また、使用者が法人では

なく、個人になるため、福祉有償運送に係る自動車の使用に関する

契約書」を締結するなど、登録は適切にされている。 

（佐 々 木 委 員） 車検証や保険証書などの確認以外に、個人が家を出発して、運行管

理者のチェックを受けてから行くのか、自宅から直接運送に従事す

るのか、など実務にあたっての運行管理の体制は守られているか。 

（ＣＩＬ新潟） 持込車両についても運行管理体制はできている。 
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３ 報 告 

令和４年度上半期福祉有償運送運行状況実績報告について 

＜事務局から「報告１」により運行状況実績報告について説明＞ 

＜令和４年度下半期の廃止団体、新規登録予定団体について報告＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【質疑応答の概要】 

（佐々木委員） ミラクルさんの１件あたりの対価、運行距離数が突出しているよう

に思うが、何か特別な運行形態等やっているのか。 

（事 務 局） 今年度第１回運営協議会においても同様の質問があり、新潟ミラク

ル福祉会さんより、余暇支援の中で遠い場所に行きたいなどの希望

に可能な限り対応しているとの回答をいただいている。今回の実績

報告の数値も同様の理由ではないかと考えられる。 

（会  長） 余暇、買い物などの遠出の支援は必要だと感じていたため、事務局

からも廃止の事情などを確認していただきたい。 

 

（荒井(小)委員） 事業所がまた１つなくなることが悲しい。私共も移動支援の事業所

をやっているが、かなり運営が厳しい。行動障がいの強い方などに

対応するための支援員を雇うことは給与の面で事業所にとっては苦

しいうえに、福祉有償運送の対価はあまり上げられない。国からお

金は出ているが、まかないきれない。事業の廃止や縮小で一番困る

のは、障がいのある方たち、親御さんたちである。この事業をやっ

ている事業所の皆さんが実感している大きな課題であるため、市や

国とお話していくことだと思う。（意見） 

（会 長） ニーズが増えている中で、財政的な問題で運営ができないというの

は解決を図らないといけないように感じる。運営協議会ではそこま

での検討が難しかったり、権限がないかもしれないが、事務局でも

この問題に関して引き続き検討をお願いしたい。新潟市では福祉有

償運送のネットワークがあるようなので、現状把握が必要であるよ

うに感じた。 
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４ その他 

○今後の協議会のスケジュール案について 

＜事務局から「資料１」を説明＞ 

○自家用有償旅客運送制度の見直しについて 

＜新潟運輸支局 佐久間委員から「資料２－１」「資料２－２」を説明＞ 

 

 

５ 閉 会 

・今年度の協議会は、本日が最後の予定。（臨時協議を要する場合を除く） 

・来年度前期に５団体の更新登録期間が順次満了となるため、５月頃に協議会の

開催を予定。 

 

 

≪配付資料≫ 

資料番号 内    容 備 考 

 次第  

 座席表  

 委員名簿  

 新潟市福祉有償運送運営協議会規則  

 新潟市福祉有償運送運営協議会運営指針  

資料１ 今後のスケジュール案について  

資料２－１ 自家用有償旅客運送制度の見直し  

資料２－2 飲酒運転根絶取組強化に関するリーフレット  

協議１ 協議概要（ＮＰＯ法人 ＣＩＬ新潟）  

協議１（参考） 協議申請書類（ＮＰＯ法人 ＣＩＬ新潟） 非公開 

協議２ 協議概要（社会福祉法人 新潟みずほ福祉会）  

協議２（参考） 協議申請書類（（社会福祉法人 新潟みずほ福祉会） 非公開 

協議３ 協議概要（一般社団法人 ＥＡＲＵパートナーズ）  

協議３（参考） 協議申請書類（一般社団法人 ＥＡＲＵパートナーズ） 非公開 

報告１ 福祉有償運送登録団体実施概要一覧・各団体実績報告書  

 


